
@J③@J③宅設や @J⑥@J@@ベ絵。/③③/③@ノ@@J③ @J@@J③③i縁。/③⑨⑥信~語。j。③i③③i③ @Jゆ⑫@@⑬③/鯵③⑥@J@

@J@ 第 14臨� BEしCA賞ベストリフォ…ム部門袈彰物体� 

@J⑥@J@@J③③i⑥@J電事@J@@J③@③@J電話@J⑥@J@@J③③③⑨@@J③ゆ⑥@⑥@J③@③@J@@J@@ゆ� 

立教大学第 1食堂
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所夜地東京 都 蔑 島 区 間 油 袋3-34-1


竣工:1918 


年2002多:11改� 

用 途:学生食堂(設修前後とも)


所有者:学技法人立教学i
窪


改修設許者:立教大学管長全部施設課


鞠坂倉建築硫究所
 

勧告工者:議水建設側11改

立教大学の池袋キャンパスは、大正� 7年� (1918)にiヰ校が築地から当地に移転したことに蛤

まる。キャンパス内には、すでに� BELCA設を受賞している「諸袈徒礼拝堂J(第日間ベスト

リフォーム部門)など、本銀関還には、キャンパス開設当初の壊瓦造が群として探存されている。

キャンパスのこのふー帝は、� fメモリアルゾーンjと名づけられている。第� 1食堂は移転当初から

存在する煉瓦造の…つで、東京都の歴史的建造物にも選定されている議役の校舎である。

改修前の食堂内部は、学生数の増加もあり、設に添加された頴窮器具や空調ダクトなどによ

りかな号雑熱としていたという。今回、金堂の裏に規模の大きい厨掃を新築し、ここで設備機器、

擁立入巌出装置など、総ての裏方機能を処理し、食堂を� f食事をする場所jに純化させたことが

このリフオ}ム事業を成功させた鍵である。

耐援補強に当たっては、部建当詩のイメージを残す正面外観に辻予を加えていない。これが

実現出来たのも、食堂榛裏側にあった尉議様を新しいRC造で鶏て替え、爵房樺で煉瓦造の食

を支えているためである。食堂諌は耐燦改修提違法による耐震議強、勝房棟は建築基準法

による増築、この三つの計画を麓み合わせたユニークなアイデイアである。

に謂しては、ダクトを含めて一切の空調機器類が食意内から撤去された。そのためには、

総てのさま調機器を訴房に付属させ、空気は食堂械のガラスを外した慾へ、通路をまたい

諌から高班、ダクトレスで送ち込むという手法が綾われて居る。

照明を受新した食没の内部は、器具の張れまめもアクセサリーに仕立てられ、� i討議補強も詰

空調設備もなく、メモリアルゾーンの学生食堂に相応しい素朴で、古典的空間が再現

されている。厨房嬢にはパ}ティール}ムが設けられるなど、新た会議龍も付加され科用者の

利便性も高められた。

本物持は、保存に止まらないリフォ ムの実施例で、今認のリフォ ムにより、姿は累墜に

評議され、機能は現代に蘇生された。� 
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